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歓
声
が

巻

き
起
こ
る

各
小
学
校
で
運
動
会

小坂 ・森江野小 学校では ５月19 日 に、

藤田 ・大枝 小 学 校で は26 日 に運 動 会が

五 月 隋 れ のも と 行 わ れま し た 。藤 田 小

を 除 く ３校 では 地 区 住民 も 加 わり 、地

区 運 動会と し て町 内 会対 抗 競 技も 盛 り

込ま れました 。

児蕕 た ち は 徒競 走 や障 害 物 競 争に 、

赤組 ・白 組 に 分か れ ての 綱 引き や 玉 入

れなど 懸命に挑みます。勝組から 歓声が、

負 組 か らも 健 闘を た たえ あ う 拍手 が 巻

き 起こ り ま す 。昼 に は華 や か な鼓 笛 行

進 が行 わ れ 、 大声 援 のな か 紅 白対 抗 リ

レ ーが ス タ ート す ると 運 動 会 もフ ィ ナ

ーレを 迎えま す。
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国
見
町
消
防
団

晴
れ
の

金
ば
れ
ん

金ぱれんの受賞 を受ける高橋力団長(右)と朽木勝之副団長(左)

第
五
卜
八
川
県
ド
消
防
人
会

が
瓦
月
．
．卜
九
日

、
福
鳥
巾
バ

ル
セ
い
い
ざ
か
で
開
か
れ
、
国

見
町
消
防
川
へ
福
鳥
民
報
礼
か

ら

「
金
ば
れ
ん
」
が
贈
７
さ
れ

ま
し
た
．

人
会
の
席
Ｌ

佗
Ⅲ
民

報
礼
長
よ
り
、
商
橘
力
団
艮
に

賞
状
が
、
朽
木
勝
之
副
団
長
に

鳥
さ
．
．ｍ
．
金
箔
で

「
優
」
の

文
字
が
浮
き
出
た
『
金
ば
れ
ん
』

が
授
り
さ
れ
ま
し

た
．

「
令
ば
れ
ん
」
は
、
消
防
団
の

卜
気
と
地
域
防
災
意
識
を
鳥
め

る
た
め
、
福
島
民
報
礼
が
昭
和

Ｊ
．卜
八
年
か
ら
、
県
ド

．
優
秀

な
消
防
団
に
贈
ら
れ
て
お
り
、

第
ハ
ト
川
の
節
目
と
な
る
今
年
．

厳
．眼
な
舟
介
に
よ
り
国
見
町
消

防
団
が
選
ば
れ
ま
し
た
．
受
賞

川
山
と
し
て
、
鳥
齢
行
匪
帯
を

訪
問
し
て
の
防
火
桁
導
を
は
じ

め
、
川
頃
か
ら
の
火
災
Ｆ
防
活

助
、
消
防
施
設
の
整
備
充
実
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
．

金ばれん

江戸時代の火消 組の目

印としたまとい（纏）。竿

頭 に飾りを付けて ばれん

（馬簾 ）を垂らしたもの。

福島 民報社では、 優秀な

消防 団へ金色の 飾り玉 に

金 箔で「優」の文字をし

る し｡48本 の 牛革 の ぱ れ

ん をつけた 「金ば れん」

を 贈り、称えている。

国
見
町
消
防
団
体
制

（
平

成

十
四

年

四
月

一
日
現

在

）

国

兄

町

消

防

団

は

、
五

分

団
・

十

四

部

に

よ

り

編

成

さ

れ

、

団

艮

．
名

・

副

団

長

一

名

・

分

団

長

六

名

・

刷

分

団

災

六

名

・
部

長

卜

四

名

・

副

部

長

卜

五

名

・

班

長

三

卜

五

名

・
団

員

百

ハ

ト

．．
．名

、

計

二

心
‥‥
六

ト

ー
名

に

よ

り

構

成

さ

れ

て

い

ま

す

．

ま

た

、

こ

の

う

ち

か

ら

ラ

ッ

パ

隊

が

編

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
計
両
的
な
防
火
水

槽
の
設
置
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
な
ど
、
消
防
施
段
・
装
備
の

充
実
強
化
に
力
を
注
い
で
お
り
、

装
備
は
、

匸
○

丁

七
％

と
、

基
準
を
上
川
る
充
足
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。

消防団員数
本　 団

第１分団ll小坂 地区｝

第２分団（藤田 地区｀･

匁３分団｛ａ江野廼区｝

第 ４分団（大 枝地区1

第５分団｛大木戸地区I｝

合　 黔

( ４ 人)

(47 人)

(79 人)

(59 人)

(28 人)

(４４ 人)

(  261  人 )

国見町の消防施設

消防ポンプ自動車　　　 ６台

小型動力ポンプ　　　　 ８台

小型動力ポンプ積載車　 ８台

消火栓　　　　　　　94 基

防火水槽　　　　　　157 槽



金
ば
れ
ん
を
披
露

町
内
パ
レ
ー
ド
・
祝
賀
式
典

受
賞
を
記
念
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
哨
れ
の
栄
誉
を
披
露
す

る
。
町
内
祝
賀
パ
レ
ー
ド
が
同

二
十
九
日
午
後

。
時
半
か
ら
行

わ
れ
ま
し
た
。
金
ば
れ
ん
を
椙

げ
た
オ
ー
プ
ン
カ
ー
を
先
頭
に
、

生
協
国
見
支
店
を
出
発
、
町
商

工
会
前
か
ら
は
整
列
し
た
消
防

団
員
と
合
流
し
堂
々
の
行
進
を

行
い
ま
し
た
。
沿
道
に
は
小
旗

を
振
り
声
扱
を
送
る
町
民
が
詰

め
掛
け
、
藤
田
小
学
校
で
は
か

わ
い
い
児
童
の
出
迎
え
を
受
け

ま
し
た
。

引
き
続
き
上
野
台
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
９
２
３
に
お
い
て
祝

奴

式
典

が
挙

行

さ
れ

、
Ｍ

永
武

人
町

長

に

、
商

橋
団

長
が

金
ば

れ
ん
の

受
賞

を

報
告

、「
今

後

も

こ

の
栄

誉

に
恥

じ
な

い
消

防
活

助

を
展

開
し

ま

す
」

と
誓

い

を

述
べ
ま
し
た
。
仇
藤
忠
美
町
議

会
議
長
ら
か
ら
祝
辞
を
受
け
ま

し
た
。

午
後
三
時
か
ら
は
、
オ
ー
プ

ン
カ
ー
と
消
防
ポ
ン
プ
巾
に
よ

る
嗔
両
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

町
内
各
地
区
を
二
時
間
余
か
け

て

巡
り
、
人
勢
の
町
民
の
方
へ

受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

卜
晴
れ
の
栄
誉
を
披
露
す
る
、
町
内
祝
賀
パ
レ
ー
ド

▲
祝
賀
式
典
で
受
賞
を
冨
永
町
長
へ
報
告

日
頃
の
活
動
か
ら

万
一
に
備
え
る

消
防
団
八
は
火
災
・
災
害
時

に
備
え
、
日
夜
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
、
夜
や
休
日
を
利

用
し
て
の
訓
練
に
よ
り
、
消
防

技
術
や
知
識
の
修
得
を
行
い
ま

す
。
防
火
予
防
期
間
に
は
毎
日

夜
警
を
実
施
し
、
防
火
啓
発
や

お
年
寄
り
宅
の
防
火
点
検
な
ど

の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
警

報
や
強
風
時
に
は
警
戒
体
制
を

と
り
ま
す
。

平
成
十
年
の
八
月
末
豪
雨
時

の
昼
夜
を
問
わ
ず
警
戒
に
あ
た

つ
た
活
動
は
記
憶
に
新
し
と
こ

ろ
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
は
い

ち
早
く
現
場
に
駆
け
付
け
、
消

火
活
動
や
災
害
防
止
・
復
旧
活

動
に
あ
た
る
、
町
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
大
き
な
使
命
を
担

い
ま
す
。

国見町消防団は、昭和29年町村合併に伴

う国見町の誕牛とともに発足、旧 町村単 位

に５方 部団 、団 員数432名によ り絽織さ れ

ました。

昭和32年に ５分団制の編成をへて、昭和55

年町消防団 再編 計画により 、５分団･14

部からな る現体制を確立し まし た｡昭和60

年には､ いち 早く｢ 定年 制｣を 導入し､ 絽 織

の 活性化を図りました。

こ れまで消防業績優秀により 、昭和39年

に福島民友新聞社の民友 旗が、昭和44年に

は日本消防協会長表彰旗、平 成10年には福

島県知事表彰旗を受賞し ており 、竿頭綬等

数々の栄誉に輝いていま す。

火災発生件数

平 成 ９年　　１件

平 成10 年　 ３件

平成11 年　　７件

平 成12 年　 ３件

平 成13 年　 ３件

協賛ありがとうございました

この たびの 「金ば れん」受賞 に際 し、

多くの みな さま、各企業のみなさんより、

多額のご 協賛、ご支援をいただきました。

誠にあり がとうござい ました。



ごみの減量と水質浄化

台 所 で ひ と 工 夫

生ごみの｢水切り器｣と｢油吸着用品｣を
各世帯に配布します。

配布される｢水切り器｣(左)と「油吸着用品｣(右)

ご
み
は
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
豊
か
さ
や
便
利

さ
と
引
き
か
え
に
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
国
見
町
も
例

外

な
く
増
加
し
て

お
り
、
特
に
可
燃
物
は
平
成
六
年
度

か
ら
十
三
年
度
ま
で
の
八
年
間
で
一
六
〇
ト
ン

、
毎
年

約
二
〇
ト
ン
ず
つ
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。
衛
生
処
理

組
合
へ
の
負
担
金
に
換
算
す
る
と
（
平
成
十
三
年
度
一

ト
ン
あ
た
り
約
一
万

六
千
円
）
な
ん
と
二
五
六
万
円
も

増
加
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
で

は
更
に
ご
み
減
量
化
と

。油
が
原
因

と
な
る
水

質
汚
濁
の
防
止
、
環
境
保
全
の
た
め
、
生
ご
み
の
「
水

切
り
器
」
と
「
油
吸
着
用
品
」
を
町
内
全
世
帯
に
配
布

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
チ
ョ
ッ
と
し
た
心
掛
け
、台
所
で

の
ひ
と
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
ゴ
ミ

の
三

割
は
水
分

水
を
切
っ
て

減
量
化

町
で

は
燃

え

る
ご

み
の

減
量

化

を

図
る

た
め

、
生

ご
み

処

理

容

器

「
コ

ン
ポ

ス

タ
ー
」

の
補

助

を
実

施
し

、

減
量

化
を

図

っ

て

き
ま

し

た
。

生

ご
み
の

約
三

割

は
水

分

と

い
わ
れ

、
水

分

を

減
ら
す

こ

と
で

の
減

量
化

を

図

る
た

め
、

今
年

度
は

台
所

で

手

軽

に

使

用

で

き

る

水

切

り

器

（
水

切
ダ

イ
エ

ッ
ト

）
を

お
配

り
し
ま

す

。
ひ

と
押

し
す

る

だ

け

で

五
～

一
〇
％

程
度
の

水
切

り
が

で
き

ま
す

。
コ

ン
ポ

ス

タ

‐

を
利
用
す
る
時
も
効
果
的
で
、

水
分
が
少
な
い
ほ
う
が
良
貿
の

堆
肥
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

水
質

保
全

の
た
め

「
油
は
排

出
し

な
い
」

悠
久
の
昔
か
ら
人
は
川
の
あ

る
と
こ
ろ
に
住
み
、
川
は
多
く

の
恵
み
を
与
え
、
人
々
の
生
活

と
深
く
結
び
つ
い
て
き
ま
し
た
。

国
見
町
は
阿
武
隈
川
流
域
に
あ

り
、
飲
料
水
や
か
ん
が
い
用
水

と
し
て
川
の
忠
み
を
受
け
生
活

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
阿
武
隈

川
が
東
北
地
区
の
大
き
な
河
川

の
中
で
水
質
ワ
ー
ス
ト

ー
と
な

っ
て
い
ま
す
。

浄
化
さ
れ
な
い
油
が
原
因
の

一
つ
と
い
わ
れ
、
町
で
は
身
近

な
対
策
と
し
て
、
台
所
か
ら
出

さ
れ
る
油
を
吸
着
す
る
、
汕
吸

着
用
品
（
ア
プ
ラ
ス
リ
ン
グ
）

を
全
世
帯
に
Ｉ
個
ず
つ
お
配
り

し
ま
す
。
下
水
道
や
浄
化
槽
の

負
担
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
軽
減

に
も
有
効
で
す
。
次
の
世
代
に

良
好
な
河
川
環
境
を
伝
え
て

い

く
た
め
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
油
分
を
な
く
し
水
質
改
善
を

行
い
ま
し
よ
う
。

使用方法
①三角コ ーナ

ーなど に溜ま

った生ご みを

上から押さえ

つける。

② 水切 り 袋 、

ネ ット に 溜

ま った 生 ご

み を 押さ え

つ ける 。

③排水口に

溜まった生

ごみを押さ

えつける。

使用方法
① 流し 台の三角 コーナ ーの内

側に設置し､ 水切りネット等と

合わせてお使いく ださい。

② 流し 台の排 水口 の内 側に設

置し､水切りネット等とあ わせ

てお使いく ださい 。

③皿等の油拭きにも 使用でき ます。

(注)１週間に１～２回新聞紙などではさんで油分を絞

０とり｡緩り返し使用してください。

問い合わせ

住 民 課 生 活 環 境 係

７? ５ ８ ５ －２ １ １ ６



多
目
的
体
育
施
設
完
成

昨
年
六
月
か
ら
建
設
を
す
す
め
て
き
た
、
国
見

町
多
目
的
体
育
施
段
の
本
体
工
嘔
が
完
成
し
、
六

月
ｔ

一
日
町

に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

体
青
施
設
は
、
県
北
中
学
校
の
講
堂
跡
地
に
建

て
ら
れ
、
県
北
中
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
嘔
業

の
一
環
と
し
て
。
中
学
生
を
は
じ
め
広
く
町
民
皆

様
に
活
川
さ
れ
る
礼
会
体
育
施
般
と
し
て
姓
般
し

ま
し
た
。

鉄
筋
造
二
階
建
て
で
、
競
技
場
（
ア
リ
ー
ナ
）

は
約

千

㎡

で

、

柔
剣

道
を

は
じ

め
．

バ

レ
ー

ボ
ー

ル

や

バ

ス

ケ
ッ

ト

ボ

ー
ル
な

ど

多

目
的

に
利
川

で

き

ま
す
．

ま

た

、
一
「
階

部
分

に

も
卓

球

な

ど

が
で

き

る
プ
レ

ー
ル

ー

ム
が

あ
り

ま
す

．

施

般
本

体

の
ｒ
心
″
賞

は

．一
．億
七

千

八
召
‥
万

円
で

、

今

後
、
駐

車

場
等

の
外

溝
部

の
整

伽

が

進
め

ら
れ
．

完
成

後

に
広

く
利

川
さ

れ

る
こ

と
と

な
り

ま
す

．

多
目
的
体
育
施
設
引
き
渡
し
式

施 設 概 要
鉄 筋 造 ………………2 階 建て

建築面積 …………… …1,6｛｝8rTI

延床面積 …………… …1 ﾌ 95㎡

競 技 場 （アリ ーナ） …4  nf

2 階 プレー ルーム… ……354 rTf

会議室 ・更 衣室・シ ャワ ー室 ・

トイレ ・器 具庫

国
見
町
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙

今
年
七
月
十
九
日
に
任
期
満
了
と
な
る
国
見
町
農
業
委

員
会
委
員
の
一
般
選
挙
は
、
七
月
七
日
執
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
選
挙
は
、
農
家
の
利
益
を
代
衣
す

る
機
関
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
委
貝
を
選
ぶ
も
の
で
、

屯
要
な
意
義

を
持
つ
選
挙
で
す
。
有
権
者
の
皆
さ
ん
は
棄

権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
よ
う
。

国
見
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

七
月
　
二
日
㈹
告
示

七
月
　
七
日
向
投
票

選
挙
す
べ
き
委
員
数
　
十
五
名

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
七
月
二
日
の
立
候
袖
届
出

に
先
立
ち
、
農
業
委
員
会
委
員
に
立
候
袖
を
予
定
し
て
い

る
方
の
届
出
書
類
事
前
審
査
を
お
こ
な

い
ま
す
。
立
候
補

を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
事
前
審
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
出
書
類
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
、
町
股
業
委

員
会
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

届
出
書
類
事
前
審
査
日
時

六
月
ニ
ト
ハ
日
廩

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

・
場
　
所
　

役
場
二
階
第
一
会
議
室

国
見
町
選
挙
管
理
委
貝
会

（
総
務
課
庶
務
係
ｇ

５
８
５
－
2
1
1
2

）



在
宅
介
護
者
を
ね
ぎ
ら
い

慰
労
金
贈
呈

重
度
の
介
護
が
必
嬰
な
方
を

自
宅
で
一
年
間
引
続
き
お
匪
話

し
て
い
る
家
族
の
方
へ
、
介
護

者
慰
労
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
対
象
者
は
四
三
名
で
、

五
月
九
日
「
慰
労
金
贈
叭
式
」

が
行
わ
れ
、冨
永
町
艮
か
ら
「
自

分
の
生
ま
れ
育
っ
た
家
で
家
族

と
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
は
誰
も

が
願
う
こ
と
。
し
か
し
、お
匪
話

す
る
方
の
ご
苦
労
に
は
た
だ
頭

が
下
が
り
ま
す
。」
と
励
ま
し
の

．．呂
槊

が
掛

か
け

ら

れ
一

人
一

人

に

慰
労
金

が
手

波

さ
れ

ま
し

た
．

介
護
見
舞
金
も

介

護
を

必
嬰

と

し
総

定
を

受

け
て

い
る
力

を
励

ま
す

「
介

護

見
舞

金
」

も

民
乍

児
童

員
の

方

を
介
し

て

こ

一
名

の
方

に
贈

り
ｔ

さ

れ
ま
し

た
。

こ

の
慰

労

金
及

び
兄

舞
金

の

贈
呈

は
、

介
護

保

険
制

度
の

導

入

に
伴

い
唹

成
十

二
年

度
よ

り

実
施

し
て

い

る
も

の
で

、
介

護

者

及
び
介

護

の
必

。嬰
な

方
へ

の

支
援

策
と

し

て
町
独

自

で
実

施

し

て

い
る

も

の
で

す
。

藤 田 小

森江野小
が
歯の

優秀校に
６月４ 日 に行 われ た平成14年 度 福島県

学校歯科保健優良 校衣 彰において、藤田小

学 校と森江野 小学 校が優 秀賞 に輝 き まし

た。 また、小坂小学校が努力賞に、大木戸

小学校が奨励賞 を受賞し ました。

町 立すべて の小学 校が 入賞 する こと は

珍しく、優れた成紋といえ ます。こ れまで

各校が一丸となり、給食後の歯磨 きの 徹底

や 治療向 上に努めて きた成 果のあ らわ れ

です。

森
江
野
小
学
校
で
は
６
月
４
日
の
「
虫
歯
予

防
デ
ー
」
に
歯
科
医
を
講
師
に
招
き
、
な
ぜ
虫

歯
に
な
る
の
か
、
正
し
い
曲
磨
き
に
つ
い
て
の

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

染め出し液により歯垢をチェックし、
正しい歯みがきを練習

沿
道
に
き
れ
い
な
花
が

咲
き
そ
ろ
い
ま
す

町
を
花
と
緑
で
飾
り
、
う
る

お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
花
い
っ
ぱ
い

巡
助
が
始
ま
り
ま
し
た
。

町
内
会
や
各
極
団
体
な
ど
四

ト

ー
団
体
が
参
加
し
、
岡
道
四

り
や
県
道
、
町
道
沿
い
に
、
花

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
用
意
さ

れ
た
簡
は
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
全
部
で

。
万
九

千
本
で
す
。

今
年
も
秋
ま
で
き
れ
い
な
花

が
町
を
彩
り
、
道
行
く
人
の
心

を
和
ま
せ
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
の

ま
ち
づ
く
り

●花いっぱい運動参加団体●

大枝地区、大町南・宮町南・町東・宮東・上野・

鶉町・山崎沢田・山崎宮舘・板橋・第1・第２・

高城・貝田各町内会、国見町婦人会、藤田婦人

会、ＪＡ女性部、商工会女性部、商工会青年部、

第２町内会老人クラブ、第２藤田長寿会、山崎

長寿会、貝田長寿会、徳江北部長寿会、宮町北

町内会老人クラブ、トライアングルクラブ、交

通安全協会大木戸部会､小坂交通安全母の会､各

小中学校､各幼稚園､各季節保育所､藤田保育所



介
護
保
険
事
業
が
増
加

国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
法
人
国
見
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
理
嘔
会
及
び
評

議
員
会
は
瓦
月
三
十
一
日
開
催

さ
れ
、
唹
成
ｔ

三
年
度
の
事
業

報
告
と
決
算
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。同

協
議
会
が
実
施
し
た
老
人

福
祉
対
策
を
は
じ
め
児
童
福
祉

対
策
、
地
域
福
祉
対
策
な
ど
の

事
業
実
績
が
報
告
さ
れ
、
特
に

介
護
保
険
事
業
で
は
四
、
一
六

五
万
円
（
前
年
比
二
三
・
三
％

増
）
の
事
業
収
入
と
な
り
ま
し

た
。
全
体
の
総
収
入
額
は

Ｉ
〇
、

ニ

ー
九
万

円
、
積
立
額
を
含
め

た
総
支
出
額
が
九
、
六
四
九
万

円
で
、
肖
刈
の
活
動
収
支
額
五

七
〇
万
円
を
計
匕
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

町
民
総
参
加
に
よ
る
柵
祉
活

動
と
し
て
加
入
い
た
だ
い
た
一

般
・
特
別
の
会
ｎ

数
は
三
、
〇

六
一
…凹
帯
と
な
り
、
会
費
は
総

額
で
四
百
五
卜
七
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
一
般
・
ご
辿
志
の
寄

附
金
も
四
百
六
十
万
円
と
な
り
、

共
同
募
金
な
ど
町
民
み
な
さ
ま

よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
意

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

会　員　数
(平成13 年度末)

一般会貝2.857 世帯

特別会員204 世帯

25団体

質助会員 法人39件

団体３件

会費の額4.571 干円

平成13 年度決算の概要
(単位：干円)

総収入①　　　　　102.192

うち事業収入　　101.192

施設整備収入　1.000

総支出②　　　　　96.494

うち事業支出　　92.041

施設整備支出　1.453

積立金特別支出3.000

収支差額③＝①－②　5.697

前年比17％増の契約額
シルバー人材センター総会

社
団
法
人
国
見
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
通
常
総
会
は

五
月
二
十
八
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
契
約
額
は
六
、
〇
五

七
万
円
（
前
年
比
一
七
・
〇
％

増
）
と
過
去
最
高
の
契
約
額
で

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
平
成
十
三
年
度
の

事
業
報
告
、
決
算
の
後
、
十
四

年
度
の
事
業
計
画
方
針
と
し
て
、

①
就
業
先
の
開
拓
と
就
業
率
の

向
上
②
安
全
就
業
の
推
進
③
地

域
に
密
着
し
た
セ
ン
タ
ー
運
営

等
を
確
認
し
ま
し
た
。

国
見
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
会
員
一
七
七
名
、

平
成
七
年
度
に
発
足
し
、
十
年

度

に
法

人
化

さ

れ
ま
し

た
。

艮

年

の
経

験
と

技

術
を
地

域

社
会

に

生
か

し
な

が
ら

、
生

き

甲
斐

の

充
実

を
求

め
社

会
貢

献

を
し

て

い
ま

す
。

親
切

で
丁

寧

さ
ら

に
低

価

格
な

こ

と
か
ら

、
厄

用

条

件
が

厳
し

い
中

、
一

般
家

庭

及

び
企

業
な

ど
へ

の
受

託

も
増

加
し

て

お
り

、
地

域
社

会

と
結

び

つ
き

を
強

化
し

、
更

に

信
頼

さ

れ
る

活
動

を

進
め
た

い
と
し

て

お
り

、「
お

気
軽

に

ご
用

命
く

だ

さ

い
。
」
と

同
セ

ン

タ
ー
で

は

呼

び
か

け
て

い
ま

す
。

咄

国
見

町

シ
ル

バ
ー
人

材

セ

ン
タ

ー

ｇ
（
５
８

５

）
３
４

０

″`
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご
用
命
下
さ
い

●軽作業分野

～根気と実圃で

屋内・屋外清掃、配送、除

草、雑役、袋詰など

●技能業分野
～すぐ れた箇で輹貢に

檣木の手入 れ、矚単な大工

仕擧．胃子・襴張り．和裁

など

り| お４１４‘|

～真心と蟲信で

一般事務､宛名重き.賞状･

挨抄状書きなど

●サービス分野
～やさしい心で

福 祉・歌事援助サービ ス、

家事手伝、留守番、付添い

介護など

峯こ れらの外にも、ご用命いただける

乗務がございｉ す。問い合わせ下さい 。

585 ｰ 05 (役場 ３階)



５
月
の

恒
例
の
農
業
市

恒
例
の
農
業
市
が
５
月
５
日
（
子
ど

も
の
日
）
観
月
台
公
園
で

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
国
見
町
商
工
会

が
主
催
し
今
年

で
4
4回
目
を
迎
え
ま
す
。
町
内
外
か
ら

。

種
苗
や
植
木
を
買
い

求
め
る
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
で
賑
わ
い

、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
威
勢
の
い
い
声
も
飛

び
交
い

ま
し

た
。

献
血
協
力
者
を

表
彰

５月 ９日に開催された国見町献血推進協議会総

会の席上 、これまで献血にご協力いただいた方々

が表彰さ れまし た。表彰者は 次のとおりで す。

【個人】t,30回以上丿安藤充輝さ ん　 佐藤京子さん

鑓水竜一さ ん･110回以上 ）佐藤貴浩さん　 佐藤

智宏さん　 佐藤温史さん　 鴫原資史さ ん　中野敬

一さん　 近江タマ ノさん　 佐藤利夫さ ん　佐藤芳

則さん　 高橘紀子さん　 角田健司さん　 野村康宏

さん　 長谷川栄蔵さ ん　 八巻幸子さん 【団 体】伊

達みらい農業協同組合国見 総合支店　 福島信用金

庫国見支店　 アツギ白 石･;I株）国 見工 場

老人クラブ総会
国 見町 老人ク ラブ 適合 会及び同 女性部

総会 が｡5 月22日 観月台文化セン ターで開

催され 、昨年度の事業報告をはじめ 、今年

度の活動針画 、予算等を審議し 、活動を積

極的に展開､ 参加することを健認し まし た。

功労者とし て７名が表彰さ れ､ 米寿を迎え

る27名に記念品が贈呈さ れまし た。

文連　30周年の｢

あゆみ｣を発行

国
見
町
文
化
団
体

連
絡
協
議
会
（
佐
藤
治
男
会

畏
‘一

で
は
、
創
設
3
0周
年

を
記
念

し
て
「
国
見
町

文
連
3
0周
年
の

あ
ゆ
み
」

を
発
行
し
ま
し
た
。
3
0

年
間
の
活
動

を
年

表
や
写

真
で
綴
り
、
4
1団
体
の

活
動
を
カ
ラ

ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。一日まちの保健室　

公立藤田総合病院

５

月
１

・
２
日
の

両
日
公

立
藤
田

総
合
病
院

で
は
「

一
日

ま
ち
の
保
健

窒
」
を
開
設

。
看
護

師
さ
ん
た
ち
が
健
康
相
談
に
あ
た
り
ま
し
た
。

「
看
護
の

日
」
を
記
念
し
例
年
開
催
さ
れ
て
お

り
。
入

口
の

ロ
ビ
ー
で

は
血
圧
測
定
や
コ

ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
で
若
さ
の
測
定

な
ど
が
行

わ
れ
、
来

院
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た

、
育
児
相
談
や

一
般
の

方
の

看
護
体
験
な
ど
も
催
さ
れ
ま
し
た

。

グ
ラ
ビ
ア



「
ミ

ス

ピ

ー
チ

撮

影
会

」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

卜
町
長
賞

に
輝

い
た

八
島

広
義
さ

ん
の
「
ミ

ス

ビ
ー
チ

」

町

と
国

見
町

輿
倶

楽
部

の

共

催
に

よ
る

「
ミ

ス

ピ
ー
チ

搬

影

会
」

フ
ォ

ト
コ

ン
テ

ス
ト

の

審

査
会

が
こ

の
ほ

ど

行
わ

れ
、

最

優
秀

の
国

兄
町

災

賞
に

八
鳥

広

義

さ
ん

（
梁
川

町

）
の

「
ミ

ス

ピ
ー

チ

」
が

選
ば

れ
ま
し

た

。

搬
彫

会
は

四
月

卜

四
日

に
観

月

台
公

園

な
ど

に
お

い
て

、
近

隣

町
村

か

ら
写

真
愛

好
家

が
参

加

し
行

わ

れ
、
百
一
。ト

ハ

点

の
作

品

が
応

募
さ

れ
ま

し

た
。

ま

た

、
同

日

「
国
見

よ

さ
こ

い
」
町

真
コ

ン
テ

ス
ト

も
行

わ

れ

、

丘
十
点

の
応

募

の
中

か
ら

大

賞

に
佐
藤

恒

雄
さ

ん
（
川

俣

町

）
の
「
よ
さ
こ
い
踊
り
隊
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

卜
大
賞
の
佐
藤
恒
雄
さ
ん
の

「
よ
さ
こ
い
踊
り
隊
」

元気いっぱい

運動会
恒
例
の
全
校
マ
ラ
ソ
ン
で

は
、
元
気
に
校
門
を
駆
け

抜
け
地
区
を
巡
り
ま
す
。

大
枝
小

全
力
疾
走
、
高
学
年
女
子

に
よ
る
ス
ー
パ
ー
リ
レ
ー

で
す
。
　
　
　
　

小
坂
小

今
年
は
わ
ず
か
の
差
で
赤

組
が
勝
利
　
優
勝
旗
の
贈

呈
で
す
。
　
　
　

藤
田
小

(表紙は森江野小)

児
童
が

田
植
え
を
体
験

各
小
学
校
で

は
地
域
の

方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
手
植
え
に
よ
る
田
植

え
を
行
い
ま
し
た
。
裸
足
に

な
っ
て
田
に
は
い
る
と
子
ど

た
ち
は
歓
声
を
上
げ
、
泥
ん

こ
に
な
り
な
が
ら
の
作
業
で

す
。
こ
れ
か
ら
収
穫
ま
で
の

行
程
を
体
験
し
、
お
米
に
な

る
ま
で
を
観
察
し
ま
す
。
高

学
年
に
な
る
と
芭
を
持
つ
手

も
鮮
や
か
に
糸
に
沿
っ
て
手

際
よ
く
植
え
付
け
ま
す
。
田

植
え
を
通
じ
家
族
の
苦
労
や

栽
培
の
難
し
さ
を
理
解
し
、

心
豊
か
な
成
長
を
め
ざ
す
と

い
う
大
き
な
収
穫
を
ね
ら
っ

た
学
習
で
す
。

大きく育って　サツマイモ
藤田 保育園 と桑折町 緑風園のおじ いちゃん ，お ぱあちゃんたちが

‐ 緒にな ってサツマイ モの 苗を植え まし た｡ ５月30日緑風園内 にあ

る 約３アールのふれあ い農園で行われたもので ，例年両園の交流が

進めら れています。孫の よう な園児と一緒に ，手を取り合って苗を

植え付け 。水をやります。収穫まではおじ いち ゃんたち が育て上｡げ ，

秋には また一緒に大きく なったサツマイモを掘りおこし ます。



保健だより
保啣 贓 躙: 輝健増血係 (  5 5 ) 2783

子宮がん検診を

受けましょう
30歳以上の女性を対象に

子宮がん検診を行います。

・ 期間　７月 １日から ８月27日まで

(但し､８月5・6､14～17日を除く)
・ 場所　公立藤田総 合病院　婦人科外来

＊受 診対 象者には、後日受診票を個別に通知いたし ます。

※春の 健康 管理世帯調査 アンヶ－トで町の検診を希望しな かった 方で、新たに検診を

希望する場 合は、保 健福祉課　 保健増進係まで連絡 願い ます。

育 児 教 室
骸　　 当　　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成14年１月～２月生まれの乳児 � ８月８日(木) �午後１時30分～午後１時45分 �
観月台文化センター

第１和室

l健診内容】身長 一体重測定、赤ちゃんふれあい体操、離乳食試食など

（持参するもの）毋子健康手倣を忘れずに！

乳　児　健　診

該　　 当　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成14年４月生まれ）

・９か月児（平成13年10月生まれ） �
８月29日( 木) � 午後1  時 分～午後２時 �

観月台文化センター

第１和室

【健診内容】医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

（持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

『
禁
煙

教
室
』
参
加
者
募
集

～
タ

バ
コ
と

無
煙
の
生

活
を

始
め
て

み

ま
せ
ん
か
？
～

町
で
は
、
禁
煙
し
た
く
て
も
な
か
な
か
タ
バ
コ

を
や
め
ら
れ
な
い
方

を
対
象
に
禁
煙
教
室

を
実

施
い
た
し
ま
す
。

保
健
師
、
栄
養
士

が
禁
煙
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
サ

ポ
ー
ト
を
い
た
し

ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

【
対
　

象
】
現
在
タ
バ
コ
を
吸
っ
て

い
て
禁
煙
の
意
志
が
あ
る
方

【
実
施
期
間
】
平
成
1
4年
７
月
～
吩
月
頃

【
定
　

貝
】
1
5名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

【
内
　

容
】
教
室
開
講
日
（
７
月
1
8日
（
木
）
予
定
）
と
閉
講
日
に
は
尿
中

二
コ
チ
ン
濃
度
等
を
検
査
し
、
実
施
期
間
中
は
電
話
等
で
サ

ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
希
望
さ
れ
る
方
は
７
月
３
日
（
水
）
ま
で
保
健
福
祉
課
　
保
健

増
進
係
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

゛年に一度の総点検゛

去る４月22日(月) から５月11日(土)まで

の延べ11日間にかけて総合検診を実施しま

した。受診者数は下記記載のとおりとなり

ました。

検診の受診結果が間もなく皆様のお 手元

に届くと思い ますが。要精検・要医療の結果の方は、早

めに医療機関での受診をお勧めいたします。

また、からだに異常を感じたと思ったら早めに医療機

関へ行きまし よう。自分のからだは自分で守り、常に健

康なからだでの生活を心がけたいものですね！！

譫
�
結 核
検 診 �

冨本釐順
珍 査 �

肝 炎
検 査�

前立諌
検 査 �

胄がん
検 診 �

骨組l呑
検 診 �

竸づくり
事 業

合 計 �2 , .人�2.人 �641人 �279人 �1.144人�483人 �249人

※健康づくり事乗とは18廬から39歳までの男女を対象とした

基本健康診査です。
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募
　

集

国
見
町
職
員

（
大
学

卒
・
短

大

卒
程
度

）

国

見
町
で
は
、

次
に
よ

り
平

成
十
五
年
度

に
採
用

す

る
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
受

験
資
格
◇
一
般

事
務

【
大
学
卒
程

度
】
…
昭

和
五

十
三

年
四
月
二
日

か
ら
昭

和
五
十

六
年
四
月
一

日
ま

で

に
生
ま
れ
た
者
で

、
大

学

を
卒
業
し
た
者

又
は
平

成
十

五
年
三
月
ま
で

に
卒

業

見
込
み
の
者

【
短

大
卒

程

度
】
・：
昭
和
五
十

五
年

四
月

二
日
か
ら
昭

和
五
十

六
年

四
月
一
日

ま
で

に
生

ま

れ
た
者
で
、
短

大
を
卒

業
し

た
者
又
は
平

成
十
五

年

三
月
ま
で
に
卒

業
見
込

み
の
者
▼
募
集
期
間
：
亠（

月

三
日
～
六
月
二
十

九
日

（

郵
送
の
場
合
は

六
月
二

十

六

日

消

印

分

ま

で

受

付

）
▼
一
次
試
験
日
；
八

月

四
日
（

日
）
▼
二

次
試
験

日

…
一
次
試
験
合

格
者
に

通
知

▼
試
験
方
法
：
’一
次

試
験

は
教
養
試
験

と
大
卒

に
つ
い
て
は
専
門

試
験
を

実

施
。
二
次
試
験

に
つ
い

て

は
主
に
人
物

に
つ
い
て

の
面

接
及
び
作
文

に
よ
る

試
験

を
実
施

▼
申
込
用

紙

の

請
求
・：
申
込
用

紙
は
総

務

課
で
交
付
し
ま

す
。
郵

便

で
請
求
す

る
場
合
は
、

封

筒
の
表
に

「
試
験
申
込

用

紙
請
求
」
と
朱

欝
き
し
、

八
十

円
切
手
を
貼

っ
た
自

分

宛
の
封
筒
を

必
ず
同
封

す

る
こ
と
▼
申
込

方
法
・：

◇
申
込
用
紙
に

必
嬰
事
項

を

記
入
し
、
総

務
課
に
提

出

の
こ
と
。
◇

郵
送
に
よ

る
提
出
も
可
能
で

す
。

★
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
庶
務
係

］`（
５
８
５
）
2
1
1
2

伊
達
地
方
衛
生
処
理

組

合

職

員
（
大
学
卒
程
度
）

伊
達
地
方
衛

生
処
理
組

合

で
は
、
次
に
よ

り
平
成

十

五
年
度
に
採

用
す
る
職

員
を
募
集
し

ま
す

。

▼
受
験
資
格
◇

一
般
事
務

（
行
政
）
…
昭

和
五
十
三

年

四
月
二
日
か
ら

昭
和
五

十

六
年
四
月

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
で

、
大
学
を

卒

業
し
た
者
又

は
平
成
十

五
年
三
月
ま
で

に
卒
業
見

込

み
の
者

▼
募

集
期
間
：
一

五

月
三
十
日

～
六

月
二
十

八
日

▼
一
次

試
験
日
・
：
七

月
二
十

八
日

▼
二

次
試
験

日
：
二

次
試

験
合
格
者
に

通
知

▼
試
験

方
法
…
一
次

試
験
は
教
養

試
験
と
専
門

試
験
を
実
施

。

※
申
込
用
紙

は
左
記
で
交

付
し
ま
す
。

申
込
方
法
な

ど
の
詳
細
は

問
い
合
せ
く

だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

］`（
５
８
２

）
2
0
5
1

国
家
公

務
員

採
用
試
験

人
事
院
で

は
。
国
家
公

務
員
採

用
Ⅲ

種
試
験

（
高

校
卒
業

程
度

）
の
受
験
者

を
募
集
し

ま
す
。

【
Ⅲ

種
試
験

】
▼
受
付
期

間
：
亠（

月
十

九
日
か
ら
二

十
六
日

ま
で

▼
職
種
…
◇

行
政
◇

郵
政

◇
税
務

こ
の
他

に
入
国
警
備
官

や
刑
務
倉
等

の
試
験
も
実

施
さ

れ
ま
す
。

受
験
資
格

な
ど
詳
細
や

資
料
請
求
は

次
ま
で
。

★
問
い
合
せ

人
事
院
東

北
事
務
局
第
二

課
　
ｇ

０
２
２
（
２
２

１
）
2
0
2
2 西

分
署

だ
よ
り

救
命
手
当
の
指
針
を
統
一

突
然
の
け
が
や
病
気
の
と
き
に
対
応
す
る
応
急
措

蹴
と
し
て
、
救
命
手
当
て
が
あ
り
ま
す
が
。
人
工
呼

吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
い
っ
た
「
心
肺
蘇
生
法
」

の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

）
が
新
た
に
な
り
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
個
々
の
機
関
の
基
準
で
行
わ
れ
て
い
た

も
の
を
、
医
学
的
見
地
か
ら
国
際
基
準
に
適
合
さ
せ
、

統
一
基
準
の
心
肺
蘇
生
法
を
策
定
し
た
も
の
で
す
。

今
改
正
で
は
「
分
か
り
や
す
く
」
『
明
確
に
』
を

主
点
に
、
け
い
助
脈
の
拍
動
確
認
な
ど
難
し
い
事
項

は
除
外
さ
れ
、
一
分
間
に
１
０
０

回
の
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
な
ど
と
、
よ
り
み
な
さ
ん
が
取
り
組
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
指
針
に
基
づ
く
講
習
会
を
随
時
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
職
場
や
町
内
会
等
で
講
習
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

豐
５
８
２
‐
3
1
9
0

自 衛 官 募 集
(高校卒業程度〉

事 集 種 目 ��買　　格 �受 付賠 閠

２等隍・海・空士 �

男子 �　18庸以上27麾未
満の方 �随 時

�女子�　18康以上27庸未満の方 �８／５から
９／６

曹　候 鴾 士 ��　18鑽以上27康来溝の方 �８／５から
９／６

一般曹偸檣学生 ��　18蠍以上24癨未満の方 �８／５から
９／６

看 誰 学 生 ��高卒（見込）24廬未満の方 �9/12から
10/11

航 空 学 生 ��高卒（見込）21瘢未満の方 �8/5から９／６

●お問い合わせ

自衛隊福鳥募集案内??545 －7995

役 鳩 住 民 課 電 5  ｰ
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異文化体験教室
「国際交流」人と の共生！

「ふるさと体感」森との共生！

県 北 地 方 に 住 む 小 学 ５年 生 か ら 中 学

生 を 対 象 に 、 異 文 化 体 験 教 室 を 開 催 し

ま す 。 在 宅 外 人 と の 交 流 を 通 じ 、 外 国

の 文 化 ・生 活 な ど に 触 れ る と と も に 、

ふ る さ と の 自 然 や 文 化 も 体 験 す る も の

で す 。

・ 開 催 日 … ８月 １日( 木)

・ 内 容 … 二 本 松 青 年 海 外 協 力 隊 訓 練 所

で の 在 住 外 国 人 と の 交 流 を は じ め 、

県 民 の 森 で の 自 然 観 察 、 森 の 民 話 茶

屋 で の｢ 昔 語 り｣

● 参 加 資 格 … 県 北 地 方 に 住 む 小 学 ５年

生 か ら中 学 生(45 名)

■応 募 締 切 … ７月16 日 ◆ 参 加 料 は 無 料

で す 。 応 募 方 法 や 畔 細 は お 問 合 せ く

だ さ い 。

★ 応 募 先 ・問 合 せ 先

〒960  ｰ  860

福島 市役 所 内 福島 地 方 広 域行 政 事 務 組合｢

異 文 化 体 験 教 室｣ 係　 谷 (  521)  8312http://

ｗｗｗ,abukuma 1 7,fukushima.f 冰 us れ,jp

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

福

島
県
老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

で
は
、
今
年

中
に
金

婚
式

を
迎
え

る
夫

婦
を
表

彰
し

ま
す
。

▼
該
当

者
・
：
昭
和

二
十
七

年

に
結
婚
し
た
夫

婦
、
及

び
そ
れ
以
前
に
結

婚
さ
れ

届
出

し
て
い
な

い
た
め
表

彰

を
受
賞
し
て

い
な
い
夫

婦
▼
受
付
期
限
・
：
七
月
十

五
日
ま
で

▼
申
込

方
法
…

各

単
位
老
人
ク
ラ

ブ
又
は

町

社
会
福
祉
協
議

会
申
し

込

む
こ
と

★
問
い
合
わ
せ

国

見
町
社
会
福

祉
協
議
会

ｇ
（
５
８
５

）
3
４
0
3

歯
っ
ぴ
い
ラ
イ
フ

8
0
2
0

募

集

歯
は
璽
要
な
役

割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

県
や
歯
科

医

師
会
で
は

「
８
０

歳
で

２
０

本
の
歯
を

残
そ
う
」

を
生
涯
の
健
康

目
標
と
す

る
8
0
2
0

運
動

を
推
進

し

て
お
り
、
該
当

す
る
方

の

表
彰
、
認
定

を
し
て
い

ま
す
。
次
に
よ

り
該
当
の

方

は
ご
応
募

く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者
…

県
内

に
お
住

ま
い
の

八
十

歳
以

上
の
方

で

、
十
分
に
機

能
し
て
い

る
自
分
の
歯

二
十

本
以
上

あ
る
方

（
既

に
認
定
さ
れ

て

い

る
方
を

除
く
。
）
▼
募

集
期
限
…
六
月

三
十
日

▼

応
募
方
法
・：
か
か
り

つ
け

歯
科
医
院

（
歯
科
医
師
会

会
員
）

に
応

募
す
る
こ
と

を
申
し
出
て

口
腔
の
健
診

を
受
け
て

く
だ
さ

い
。（
健

診
は
無
料
で

す
。
）

★
問
い
合
せ

わ
先

県
医
務
健

康
課

昔
（
５
２

１
）
7
2
3
7

又
は

県
歯

科
医
師

会
ｇ
（
５
２
３

）
３

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集

鮖
叭一
世
紀
職
業
事
業

団

で
は
、

子
育
て
を
終

え
た

方
や

保
育
士

の
資
格

を
持

つ
方

な
ど
で
、
保
育
サ

ー

ビ
ス
の

活
動
を
希
望

す
る

方
の

た
め
に
「
保
育

サ
ポ

ー
タ

ー
養
成
甜
座
」

を
開

催
し

ま
す
。

子
育
て
中
の
家
族

を
支

援
し
て

い
る
当
財
団
で
は

「
保

育
サ
ポ
ー
ト
事

業
」

を
展

開
し

て
お
り

、
お
子

さ

ん
を
預
か
っ
た
り

、
保

育

園
等
の
送
迎
な
ど

を
し

て

い
た
だ
く
、
保
育

サ
ポ

ー

タ
ー
を
養
成
を
目

的
と

し
て

い
ま
す
。

◇
講
習
会
…
九
月
三
～
五

日
、
十
～
十
一
日
の
述
べ

五
日
開
催
、
福
島
県
男
女

共
生
セ
ン
タ
ー
（
二
本
松

市
）、
受
講
料
無
料
、
定

員
四
十
名
※
詳
細
は
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
受
講
申
込

は
八
月
十
九
・
二
十
日
に

左
記
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

二
十
一
世
紀
職
業
財
団

ｇ
（
５
２
２
）
3
0
3
0

伐
採
届
及
び
伐
採
後
の

造
林
届
出
の
提
出
に
つ
い
て

立
木
の

伐
採
す
る
場
合

、
森
林
法
に
よ
り
町
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
平

成
1
4年
度
よ
り
従
来
の
伐
採
躙
制
度
が

拡
充
さ
れ
、
伐
採
後
の
造
林
に
関
す
る
事
項
が
追
加

さ

れ
ま
し
た
。

○
提
出
期
限
は
伐
採
を
開
始
す
る
日
の
前
9
0日

か
ら

3
0日
ま
で
の
問
と
な
り
ま

す
。

○
用
紙
は
役
場
農
林
課
（
5
8
5
L
2
9
8
6

）
に

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
町
で
は
、
伐
採
届
及
び
伐
採

後
の
造
林
届
出
を
受

理
後
、
町
森
林
整
備
計
画
に

適
合

す
る
か
審
査
を

行
い
ま
す
。
審
査
の
結
果

、
町
の

森
林
堅
備
計
画

に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

、
適
合
通
知

耆
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

※
無
届
で
伐
採
行
為
を
し

た
場
合
や
伐
採
計
画
及
び

伐

採
後
の
造
林
計
画
の
変
更
命
令
・
遵
守
命
令
に
従

わ
な
い
場
合
は
法
令
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
る
場
合

が
あ

り
ま
す
。

★
問
い
合

わ
せ

農
林
課
農
林
振
興
係
　
ｇ
（
５
８
５
）
2
9
8
6



お
知
ら
せ

住
宅
金
融
公
庫
か
ら

住

宅
金
融
公
庫
で

は
、

マ

イ
ホ
ー
ム
新
築
等

の
申

込

み
に
つ
い
て
は

、
年
六

回
の

受
付
期
間

を
設
け
て

お
り
ま
す
。

第
一
回
六
月
十

日
ま
で
、

第

二
回
七
月
ｔ

五

日
か
ら
、

第

三
同
九
月
十
七

日
か
ら
、

第

四
回
十
一
月
十

五
日
か

ら

、
第
五
回

一
月

十
五
日

か
ら
、
第
六
回

三
月
三
日

か

ら
。（
終
了
日

は
受
付
期

間
直

前
に
決
定
）

ま

た
、
休
日
の
相

談
会

を
六

月
か
ら
第
一

及
び
第

三
日

曜
日
（
一
月

五
日
除

く

）
に
直
接
又
は

電
話
で

行
い
ま
す
。（
卜
時

～
十
七

時

）
詳
細
は
次
へ

。

★
問
い

合
せ

住
宅

金
融
公
庫
束

北
支
店

昔
０
２

２
（
２

２
７

）
５
０

一
人
で

悩
ま
ず
相
談

”
’－

〈
特

般
人
権

相
談

所
開

般
〉

七
月
は

「
社

会
を
明

る

く
す
る
運

動
」
強
調
月
間

で

す
。

毎
日
の

生
活

の
な
か
で
、

ふ

く
ら
ん
で

い
く
悩
み
を
、

ひ

と
り
で
か
か

え
な
い
で
。

特

設
人
怖
相
談

所
に
お
気

軽

に
ご
相
談

く
だ
さ

い
。

相

談
は
無
料
で

、
秘
密
は

厳

守
し
ま
す
。

む
ず
か
し

い
予
続
き

も
い
り
ま
せ

ん
。

〔
特
設
人
権
相

談
所
〕

日
時
…
七
月
十
日
（
水
）

午
前
卜
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

場
所
…
国
見
町
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー

★
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
法
務
局
　
福
島

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

ｇ
（
５
３
４
）
1
1
1
1

河川をきれいに

７月は河川愛護月間です

七月は河川愛護月間です。ふるさとの河

川を守るため、町内を流れる河川を対象に、

クリーンア ソヽプ作戦を展開し ます。

こ のクリーンアップ作戦は 。全国一斉に

行われるもので 、河川敷に捨てられたご み

や空き缶なとを回収したり 。雑草木の刈り

払いを行うものです。ご 協力をお願いし ま

す。実施日は次のとおりです。

クリーンアップ作戦 ７月７日(日)

＊後日､ 詳し いことをお知らせし ます。
【問い 合 わ せ】

建設課　維持管理係??(  585 ) 2972

福島労働局の

ホームページ開設

福島労働局では、みなさん

に労働行政に理解と信頼を高
めるため、広報活動の一環と
して、ホームページを開般し

ました。
福島労働局のホームページはURL:http://

ｗｗｗ.fukushima　　lroudoukyoky.

 go.jp
ホームページではお知らせ

や労働保険制度や雇用保険関

係の手続きをはじめ統計橘報
なども掲載しておりますので、

是非ご利用ください。
★問い合わせ
福島労働局総務部企画室
( 536 ) 460

松
く

い
虫
防
除

町
で

は
松
く

い
虫
に
よ

る
こ

の
被
害
を
防

ぐ
た
め

に
、

ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ

る
薬

剤
散
布
を

行
い
ま
す
。

▼
散

布
地
域
◇
石
母

田
横

向

周
辺
の
松
林
◇

泉
田
新

田
集

落
周
辺
の
松

林
▼
散

布
日

・
時
間
◇
六
月

十
二

囗

、
六
月
二
十
六

日
◇
石

母
田

地
区
・
泉
田

新
田
地

区

と
も
に
午
前

四
時
三
十

分

～
六
時
◆
散
布

目
や
散

布
時

間
は
、
天
候

に
よ
っ

て

変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま

す

◆
散
布
日
は
対

象
区
峨

内

に
立
人
ら
な

い
で
く
だ

さ
い
◆
散
布
区
峨

の
林
道

は

通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。

★
問
い

合
わ
せ

農

林
課
　

農
林
振

興
係

ｇ
（
５
８
５

）
2
9
8
6

結
婚
お
め
で
と
う

武
田
　
　
悟
丿

小
賀
坂
幸
絵
ご

村
上
　
隆
之
丿

丹
野
　
桂
子
？

宮
町
北

第
　

９

誕

生

お

め

で

と

う

古

田
　

朱
李
ｙ
（
第
　

４

）

信
幸
ｊ
・
美
代
丿

鈴

木
　

伶
治
ｙ
（
川
　

内

）

孝
治
ｊ
・
文
子
ｊ

菊
地

順
子
ｙ
（
石
母
川
原

）

慎

亅

气

さ
か
え
Ｉ

安

藤
　

憲
治
ｙ
（
泉
田
上

）

四
郎
ｊ
・
モ
ル

デ
ス

ア

ン
ド
ウ
．
ア
リ

シ
ア
ー

佐

藤
歩
夢
ノ
（
藤
田
光

陽
）

雅
史
？

・
真
紀
丿

伊
藤
　

隆
成
了
（
第
　

３

）

隆
道

ご
・
和
賀

子
？

お
く
や
み
申
じ
上
げ
ま
す

松
浦
君
子
丿
一
仍
（
大
町

南
）

小
林
次
良
丿
7
7（
原
　

町
）

佐
藤
松
吉
～
9
1（
貝
　

田
）

佐
藤
忠
雄
丿
一
仍
（
太

田
川
）

橘
　

一
郎
j
8
6（
太

田
川

）

（
５

月

末
日

ま
で
に
、
当

町

窓
口
で

受
付

し
た
方
で

。

住
所
を
有
す

る
方
を
掲
載

し

ま
し

た
。
）

掲載を希盟されない方は 、届け出の際にお申し 出下さい。

７月の心配ごと相談

５日圜 小盾 栢･･゙ ，
査 物 洋 な

日 圓 訟滷 輝人气
近● 畤ｆ･4

25日哨 鱇坦 政人jA
II久鬨そ卩A

●・ 粫 役崎(  2  瀘
●畤問 午前9･1 ～il咋･

人口と世帯
平成14 年５月1日現在

人口11  , 091人（士 Ｏ）

男5.323 人（－７〉

女5.768 人( 十 7 )

出生９人 死亡12人
転入65人 賑出62人

世帯3217 世帯(  十 15 )



生涯学習
つうしん

国見町教育委員会生涯学習課
(観月台文化センター)

霽 ( 5 ) % 76 FAX  ( 5 ) 270

で
あ
い

ふ
れ
あ
い

ま
な
び
あ

い

各
学
級
が
ス
タ
ー
ト

｛

阿

津
賀

志

学

級

》

阿
津
貿
志
学
級
の
開
講
式
並

び
に
交
通
安
全
大
学
証
交
付
式

は
、
五
月
十
三
日
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
に
お
い
て

総
学
級
生
二
百
余
名
参
加
の
も

と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

阿
沖
賀
志
学
級
の
歌
の
斉
唱

で

始
ま
り
、
安
藤
政
治
学
級
委

員
艮
の
挨
拶
、
大
波
健
助
役
よ

り
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

新
学
級
生
七
名
を
代
表
し
て

内
池
育
男
学
級
生
に
大
波
助
役

か
ら
交
通
安
全
大
学
証
が
交
付

さ
れ
、
佐
藤
忠
美
町
議
会
議
災

ら
よ
り
祝
辞
と
ご
助
言
を
頂
き
、

安
全
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
確

立
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

式
の
後
、
昨
年
に
続
き

「
加

齢
と
健
康
パ
ー
ト
ｍ

」
と
題
し

て
公
立
藤
田
総
合
病
院
名
誉
院

艮
本
宿
尚
先
生
の
記
念
講
演
が

な
さ
れ
、
生
活
に
密
着
し
た
具

体
例
を
盛
り
込
ん
だ
わ
か
り
や

す
い
講
演
に
、
大
変
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

解
散
に
お
い
て
、
新
入
学
級

生
に
は
朝
顔
鉢
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
恒
例
の
朝
顔
鑑
賞
会
「

八

月
七
日
開
催
予
定
」
へ
の
出
品

の
た
め
、
各
家
庭
で
大
切
に
栽

培
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
積
極
的
な
活
助
に

よ

り
。
見
聞
を
広
め
、
仲
間
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

〈
子

育
て

教

室

〉

子
育
て
教
室
の
開
講
式
は
五

月
九
日
、
教
室
生
親
子
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
出
席
の
も
と
行

わ
れ
ま
し
た
。

開
講
式
終
了
後
に
は
、「
エ
プ

ロ
ン
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る

人
形
劇
や
手
遊
び
が
行
わ
れ
、

『

二
歳
の
幼
い
子
ど
も
が
飽

き
ず
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
四
日
の
二
回
目
の

学
習
会
で
は
「
み
ん
な
に
早
く

慣
れ
よ

う
」
と
、
積
木
や
歌
、

踊
り
で
、
親
子
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
し
、
お

母
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
童
心

に
返
っ
た
よ

う
で
し
た
。

今
年
度
も
「
子
育
て
教
室
」

で
み
ん
な
と
楽
し
く
学
び
な
が

ら
親
子
共
々
に
友
達
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

《
く

に
み

女

性

教

室

》

く
に
み
女
性
教
室
の
開
講
式

は
。
五
月
十
五
日
に
行
わ
れ
、

心
豊
か
で
健
康
に
生
き
る
た
め
、

教
養
や
趣
味
を
身
に
つ
け
健
康

づ
く
り
に
努
め
、
女
性
の
立
場

か
ら
地
域
づ
く
り
に
役
立
つ
こ

と
を
目
的
に
学
級
生
四
十
五
名

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
講
話
、
３
Ｂ
体

操
、
調
理
実
習
、
研
修
旅
行
な

ど
十
三
回
の
全
体
学
習
と
手
芸
、

煎
茶
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ス
ポ
ー
ツ

民
踊
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
学
習

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
学
級

生
を
主
体
に
学
習
内
容
を
工
夫

し
な
が
ら
、
相
互
の
親
睦
交
流

を
深
め
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

行事のお知らせ
（ ６ 月 ）

15日(土) 少年仲間づくり教室

(ゲートボール)

17日(月) くにみ女性教室(手芸)

移動図書館(大木戸小)

18日(火) 移動図●饂(大枝小)

19日(水) 移助図謙館(藤田３年)

20日(木) 阿津賀志学級学級(和紙Ｔ芸)

移動図書館(森江野小)

21日(金) 子育て教窒(自主)

阿津賀志学級(スポーツ民謡)

24日(月) くにみ女性教室(手芸)

25日(火) 阿津賀志学級(謙遜)

移動図書館(藤田２年)

26日(水) 阿潭賀志学級(陶芸)

27日(木) 阿津賀志学級学級(和紙工芸)

28日(金) 合同学習(講和｢環境を考える｣)

（ ７ 月 ）

２日(火) 移動図書館(小坂小)

３日(水) 女性教室(３Ｂ体操)

阿津貿志学級(陶芸教案)

４日(木) 阿津賀志学級(和紙工芸)

移動図書館(森江野小)

５日(金) 子育て教室(おもちや作り)

移動図書館(藤田１年)

９日(火) 阿津賀志学級(雄道教室)

11日(木) 阿津賀志学級(陶芸教室)

移動図書館(藤田２年)

12日(金) 移動図書館(藤田３年)

13日(土) 少年仲問づくり敦窒(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ)

15日(月) 阿津賀志学級(草花を育てよう)

移動図魯館(大木戸小)



《
成

人

学

級

》

成
人
学
級
は
、
五
月
十
目
に

男
性
十
名
。
女
性
三
十
五
名
、

計
四
十
丑
名
で
開
講
し
ま
し
た
。

努
力
事
項
に
「
自
主
的
な
巡
営

に
努
め
る
」
と
い
う
項
目
を
新

た
に
設
け
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

開
講
式
終
ｆ

後
、
鳥
城
の
安

養
寺
　
住
職
春
日
和
光
様
よ
り

「
願

い
を
も
っ
て

。
い
ま
”
を

生
き
よ
う
」
と
題
し
た
講
話
が

あ
り
、
食
の
問
題
か
ら
「
生
命
」

の
こ
と
な
ど
匸

ボ
唆
に
富
ん
だ

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。第

二
回
の
学
習
会
は
丘
月
二

十
四
目
白
河
方
而
の
見
学
学
習

で
。
奥
州
三
占
関
に
数
え
ら
れ

る
自
河
の
関
や
県
文
化
財
セ
ン

タ
ー
白
河
館
「
ま
ほ
ろ
ん
」
等

を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

観月台文化情報

★親子映画館

｢スチュアート･
リト ル 」

7月６日(土)

１３：３０～

小学生以上入場料 ３００円

★本物の舞台芸術
体 験事業『合唱』

東京混声合唱団

7月21 日(日)
1３:３０～

入場無 料

問い 合わせ● ●・ 生Ｓ学●皿 文1ﾋ魯興係 0  ( 585  26 ﾌ  6

｛

少

年

仲

間

づ

く

り

教
室

｝

少
年
仲

間

づ
く

り
教

室
の

開

講

式
は
五

月
ト

ー
日
勤

労
者

体

青
セ

ン

タ
ー

で
行

わ

れ
ま
し

た

。

町

内

各
小

学

校
の

川
年

生

か
ら

六
年

生

ま
で

の
児

童

を
対
象

に

、

学
校

や
学

年

の
異

な

る
な

か
で

相
吁

に
尊

敬

や
思

い
や

り
の

心

を
育

み
、

心
凹
一
か

で

た
く

ま
し

い
児

燬

を
育

成
す

る
こ

と

を
日

的

に
央
施

し

て

い
ま
す

。

式
に
は

児
叺

四

卜

三
名

が
出

席
し

、

堀
江

辿
藤

田
小

学
校

長

か
ら

励

ま
し

の
．Ｊ
‥
葉

の
あ
と

、

キ
ャ

ン

プ
や

バ
ー

ド

ウ
ォ
ッ

チ

ン
グ

な
ど

今

後
の

活

助
計
画

が

説
明

さ

れ
ま
し

た

。

そ
の

後
体

介
館

で
ゲ

ー

ム
が

行

わ
れ

、
新

メ

ン
バ

ー
も

含
め

て

の
交
流

活

助

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

ス
ポ
ー
ツ

募 集 硬式テニス教室

日　時　７月19日､26日、８月２日( 金)午後７時から午後９時まで

場 所　グリーンアリーナ923

対 象 町在住又は在勤の方(年齢､性別は問いません)
定 員30 人

指 導 国見町硬式テニス部員
申込み　７月16日(火)まで、杜会体育係へ( 電話での申込み可)

募 集 あなたの体力お知らせします
～町民スポーツテスト～

日　 眄　７月1 ･1日(日) 午前９畤から(  65 歳から79歳までの方)

午後１畤からく20歳から64歳までの方)

場 所 観月台文化センター体育館
対 象 町在住又は在動の方で20歳から79歳までの方

定 員　65纎～79歳の部(30人程度)

20歳～64歳の部(40人程度)

内 容65 歳～79歳の部…握力測定、上体おこし、前屈．片足立ち、
10m 障害物歩行、６分問歩行

20歳～64 歳の部…握力測定、上体おこし、反復横とび、前屈、
立ち幅飛び、シャトルラン

申込み　７月11日( 木)まで．社会体育係へ．( 電話での申込み可)

町民プール が始まります

用 間　 ７月 ６日(土)から

８月25 日( 日) まで

＊ナイターは.7 月20 日力1ら
8 月18日まで

畤 問　 １回目‥･9:00 ～11:30

2 回目‥･13:00 ～15:00

3 回目‥･15:30 ～17:30

4 回目･‥18:30 ～20:30

(7 月20日から８月le日まで)

おめでとう
全国大会出場

県高校体育大会・弓道顧枝で優

勝した吉田 憲治さん（榴颶西３

年）、県パウンドテニス選手権大

会で優勝・準優勝した佐藤洋子さ

ん、玉木好子さん、鴫原アキイさ

ん、吉田・ 美子さんが、全国大会

に出場します。おめでとう。



国見ニュータウン 71区画
分譲中

着
実
な

る
前
進

安

心

確

実

の

分

譲

地

平
成
十
一
年
度
に
一
六
二
区
画
の
分
譲
開
始
以

来
、
毎
年
着

実
に
販
売
を
進
め
、
既
に
九
十
一
区
画
を
分
譲
、
残
り
七
十
一

区
画
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
経
済
状
況
の
も
と
、
緩
や
か
な

が
ら
着
実
な
る
前
進
が
図
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
恵
ま
れ
た
環
境
と
安
心
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

既
に
六
十
四
世
帯
、
二
百
人
を
超
え
る
方
が
居
住
さ
れ
、
半

数

以
上
が
他
の
市
町
村
か
ら
国
見
に
移
り
住
ま
れ
た
方
で

、
定
住

化
構
想
も
前
進
し
て
お
り
ま
す
。

「
国
見
町

が
国
土
交
通
省
の
補
助
の

も
と

、
し
っ
か
り
造
っ

た
も
の
だ
か
ら

、
安
心

さ
ら
に
格
安
」
こ
の
こ
と

を
大
切

に
、

既
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
信
頼
・
支

援
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
7
1区
画
が
あ
り
、
先
蔔
順
に
翌
望
区
画

が
選
択
で
き
ま
す
。
建
築
期
間
の
制
限
は
無
く
、

将
来
予

定
さ

れ
る
子
供
さ
ん
等
の

た
め
に
も
購

入
い
た
だ
け

ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
現
地
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

現
地
案
内

も
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

上･下水道完備

μ めやすい粫 頷 糾

7垪ヽ1謌 のゆと|)の譴

段秘 ない悩 と歩逆

憩いの緑地公|伽 力所

拑 た縺鞐
珎 顧駅1

で肋
今がお奨め

1｡国見町がしっかり支援
ニュータウン分譲斡旋奨励金支援事業として分譲斡旋

を頂いた場合、１区画あたり30万円が支給されます。

2｡建てると有利
ＵＩターン者建築推奨事業として土地家屋に関わる固定

資産税１ヵ年分が交付されます。

お申込み･お問い合わせ

国見町企画商工課谷 585-2927

う
み
に
い
っ
た
よ森

江
野
小
二
年
　
武
田
　
雅
美

う
み
に
い
っ
た
ら
、
さ
か
な
が
い
た
よ
。

う
み
が
ひ
か
っ
て
　

ま
ぷ
し
か
っ
た
よ
。

う
み
は
青
く
て
　
き
れ
い
だ
っ
た
け
ど
。

水
は
　
つ
め
た
か
っ
た
よ
。

な
み
が
お
お
き
く
て
、

夕
が
た
に
は
う
み
が
オ
レ
ン
ジ
い
ろ
に
な
っ
た
よ
。

な
ん
だ
か

う
み
が
ほ
う
せ
き
に
見
え
た
よ
。

赤
ち
ゃ
ん
が
ギ
ャ
ー

森
江
野
小
二
年
　
佐
久
間
紡
衣

赤
ち
ゃ
ん
が
ギ
や
１
、
大
声
で
な
い
た
よ

お
か
あ
さ
ん
が
び
っ
く
り
し
て

ほ
う
ち
ょ
う
で
　
ゆ
ぴ
を
切
っ
た
よ
。

赤
ち
ゃ
ん
な
く
な
　
ギ
ャ
ー

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
が
く
る
ん

森
江
野
小
二
年

佐
藤

杏
奈

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
が
く
る
ん

ぼ
う
に
つ
る
を
ま
い
て
い
る
よ
。

ぼ
う
が
だ
い
す
き
な
の
か
な
。

早
く
、
早
く
花
が
さ
い
て
よ
か
っ
た
ね
。

編

集

発

行

国
見
町
　
総
務
課
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